
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

※本資料は百万円未満を切り捨てて表示してあります。



業績概要【連結】

(▲ ４９．６)

▲ ６２１
６３２１，２５４当 期 純 利 益

(▲ ３５．６)

▲ １，００４
１，８１６２，８２１経 常 利 益

(▲ １２．１)

▲ ４０６
２，９６４３，３７１営 業 利 益

(▲ ２．７)

▲ ３，０８３
１１０，２４１１１３，３２５売 上 高

（増減率 ％）

金額（百万円）
金額（百万円）金額（百万円）

前期実績比Ｈ２１／３月期Ｈ２０／３月期



連結経常利益増減要因

Ｈ20年度
経常利益
１８億円

Ｈ19年度
経常利益
２８億円

▲70

▲50

▲30

▲10

10

30

原燃料価格
アップ

▲54億円

減販・減産損
▲16億円

営業外収支▲7億円

コストダウン3億円

販売価格Ｕｐ
80億円

（億円） 10億円減益

固定費増他▲9億円
（うち減価償却費▲7億円）

減産による効率悪化等▲7億円



原燃料価格アップの内訳

▲１１重 油 他 燃 料

▲５４原燃料価格アップ

（億円）

▲８薬 品 他

う ち 為 替

子 会 社 原 燃 料

新 聞 古 紙

原 木 チ ッ プ

９８．４７ → ９１．９７¥/A$

１１５．１５ → １０３．５０¥/U$＋１８

▲２

▲７

▲２６
原木チップ

▲26

新聞古紙
▲7

燃料▲１1

薬品他▲8

子会社▲２



コストダウンの内訳

3コ ス ト ダ ウ ン

（億円）

生 産 数 量

期 末 人 員 数

請負・荷造作業減

原 単 位 改 善

19年度 94万t→20年度 86万t▲8万ｔ

20/3末 2,004→21/3末 2,004±０人

1

2

原単位改善
2

請負・荷造
作業減

１



連結貸借対照表

▲ ６０１５０，５４０５１，１４１純 資 産

＋０．０３４．７３４．７自己資本比率(%)

▲１，３６２１４５，６９５１４７，０５８総 資 産

差 異Ｈ２１／３末Ｈ２０／３末

（単位；百万円）

総資産主なる差異内訳(億円)
有形固定資産▲17(取得 84、償却▲99、除却等▲2)、
現預金 11、売上債権▲16、棚卸資産 29、

短期貸付金▲8、投資有価証券▲15 他
純資産主なる差異内訳（億円）
当期純利益 6、配当▲7、評価差額金(有価証券評価等)▲5 他



連結キャッシュフロー
（単位；百万円）

営業活動内訳(億円)：税金等調整前当期純利益 11、減価償却費 100、売上債権減少 16、
仕入債務減少▲38、退職給付引当金減少▲18、棚卸資産増加▲29 他

投資活動内訳(億円)：有形固定資産取得▲91、貸付金減少 8 他
財務活動内訳(億円)：短期借入金減少▲31、長期借入金増加 87、配当金支払▲7 他

＋１，１７１２，５６３１，３９２
現 金 及 び 現 金
同 等 物 残 高

＋２，４３４＋１，１７１▲１，２６３
現 金 及 び 現 金
同 等 物 増 減

＋６，４２８４，９１３▲１，５１４財 務 活 動

＋ ４６２▲８，１３１▲８，５９３投 資 活 動

▲４，４４９４，３９４８，８４４営 業 活 動

差 異２ ０ 年 度１ ９ 年 度



▲1,67989,9341949,8628,37791,613合 計

▲ 3964,516296202534,912連結子会社

▲1,28385,4181659,2428,12486,701中越パルプ

差 異
期 末

残 高
除却等

減 価

償 却
増 加

期 首

残 高

主なる設備の取得 ： 川内；パルプ生産最大化、高岡（能町）；新社屋建設

（単位；百万円）

有形固定資産増減明細
（連結）



＋５，６５５６９，３６３６３，７０７合 計

▲ ３４２，０５４２，０８８連結子会社

＋５，６９０６７，３０９６１，６１９中越パルプ

差 異Ｈ２１／３末Ｈ２０／３末

有利子負債（連結）

（単位；百万円）



計画概要【連結】

６３２

１，８１６

２，９６４

１１０，２４１

金額（百万円）

H20年度実績

(＋５８．１)

＋ ３６８
１，０００当 期 純 利 益

(＋２１．１)

＋ ３８４
２，２００経 常 利 益

(＋１１．３)

＋ ３３６
３，３００営 業 利 益

( ▲２．０)

▲２，２４１
１０８，０００売 上 高

（増減率 ％）

金額（百万円）
金額（百万円）

前年実績比H21年度計画



Ｈ21年度計画 対 Ｈ20年度実績
連結経常利益増減要因

Ｈ２１年度
経常利益
２２億円

Ｈ２０年度
経常利益
１８億円

▲40

▲30

▲20

▲10

0

10

20

30

減販・減産損
▲４３億円

減価償却費増▲６億円

原燃料価格
ダウン

５４億円

コストダウン４億円

４億円増益
（億円）

売価ダウン
▲５億円



原燃料価格ダウンの内訳

＋ ６薬 品 他

＋１０重 油 他 燃 料

＋５４原燃料価格ダウン

（億円）

103.50→100.00¥/U$、91.97→75.00¥/A$

う ち 為 替

新 聞 古 紙

原 木 チ ッ プ

想定重油価格（ドバイ原油） 55U$/ｂｌ

想定為替レート 100.0¥/U$、75.0¥/A$＋１１

＋１３

＋２５ 原木チップ
＋２５

新聞古紙
＋１３

燃料
＋１０

薬品他
＋６



コストダウンの内訳

４コ ス ト ダ ウ ン

（億円）

人 件 費 削 減

木質燃料ﾎﾞｲﾗｰ効果他

２

２ 木質燃料
ﾎﾞｲﾗｰ効果

他
２

人件費削減
２



0 .6

0 .8

1 .0

1 .2

1 .4

1 .6

1 .8

2 .0

2 .2

04/1Q 3Q 05/1Q 3Q 06/1Q 3Q 07/1Q 3Q 08/1Q 3Q

米国・ダグラスファー（Ｎ）　 1 .4倍

南アフリカ･ユーカリ（Ｌ）　　 1 .3倍

新聞古紙　　　　　　　　　　　1.3倍

苛性ソーダ　　　　　　　　　　2.1倍

主要原料価格の推移
（倍）

収益倍増計画スタート時 前年同期末 当期末



1 .0

1 .5

2 .0

2 .5

3 .0

3 .5

04/1Q 3Q 05/1Q 3Q 06/1Q 3Q 07/1Q 3Q 08/1Q 3Q

Ｃ重油

石炭

オイルコークス

主要燃料価格の推移
（倍）

重油

04/1Q比1.2倍

石炭

06/1Q比1.5倍

オイルコークス

04/1Q比2.8倍



0

20

40

60

80

100

Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度（予想） 累計
50

100

150

200

２５

１４

４

１１

９

▲２３

１９

９
２

２６

５

＋１

２１

３９

１１

＋１４

原燃料価格・コストダウン・製品価格
影響の推移（対前年度増減要因）各年度

（億円） 左グラフ【減益要因】 右グラフ【増益要因】
原燃料価格影響 コストダウン
売価ＤＯＷＮ 価格復元

減販・減産損 原燃料価格ＤＯＷＮ
その他 その他

５４

３

８０

▲１０

（注）累計
その他 ▲３２＝（橙 ９＋５）－（緑 ４＋２＋１１＋２３＋６）
価格復元 ９５＝（黄 ４３＋８０）－（水色 １４＋９＋５）
原燃料価格影響▲ ８３＝ （薄緑 ５４） －（赤２５＋１９＋３９＋５４）

８３

３２

６５

９５

累計（億円）

▲１４

（ 右目盛 ）４３

１６

６

４３

５４

４

＋４

５

２３

５９



8 89

11 14 16

39
41

88

13

39

16

2

0

10

20

30

40

50

60

70

コストダウン累計額
（億円）

１１

２６

２１

人件費
効率化
その他

６５

３ ４

Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度
Ｈ２１年度
（予想）



13 14

28

18
22

1.7

2.0

1.1 1.2

2.5

0

5

10

15

20

25

30

Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度（予想）
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0
経常利益

売上高経常利益率

（％）（億円）

連結経常利益率推移



竹林からの紙作り

・中越パルプ工業㈱川内工場がある鹿児島県は
国内第二位のたけのこの生産地

・全国一の竹林面積16,000ｈａ（代表格の孟宗竹は７,600ha）

・たけのこ生産のためには５年生以上の親竹の伐採が必要

・伐採され放置されていた竹林の有効利用による紙作りの始
まり



１．環境面への効果

・竹林は他の森林を侵食し生態系を破壊

・一方、植林と同様に自生する｢再生可能な資源｣

・更に、ユーカリと同等の二酸化炭素固定量

竹林を伐採し有効に活用することで地球温暖化や森
林の保護に繋がる



２．竹パルプの特徴

・パルプ繊維の太さが広葉樹パルプ並に細いが長さ
が広葉樹パルプの約２倍であり、通常の木材パルプ
との比較では “細くて長さのあるパルプ”である。

０．０６００．０２５０．０２０
パルプ繊維
の太さ（ｍｍ）

３．００．８１．７
パルプ繊維
の長さ（ｍｍ）

針葉樹

パルプ

広葉樹

パルプ
竹パルプ



３．竹の集荷

・地元薩摩川内市を中心とした竹林所有者や６箇所
のチップ工場の協力により３００～５００Ｔ/月ほど集
荷
・竹の中が空洞という形状からチップ工場までの運
搬はかさばる割に重量が少なく、かつチップ化後の
量は少ない、よってコスト的には他の国内材に比べ
割高

伐採風景



３．竹の集荷（続き）

貯材状況

チップ化

チップの現物



４．今後の展開

・竹の潜在的供給能力はまだあり、有効活用が不十
分

・更なる活用を広げるためにバッチ釜系未晒パルプ
ラインから漂白ラインへの供給設備改造工事予定

来年５月完成予定

・竹パルプの特性を活かした製品開発、多様な製品
構成への発展



メモ


